
スマローアゲイン 倉真温泉 春のハイキング 

～春の倉真温泉散策会に～ 

平成 31年 3月 31日（日）9時 30分～11時 45分 

散策コース Ｂ（約 4.5km 2時間 15分位） 

集合地 倉真温泉バス停隣にある『古民家コンニャク亭』広場 

コース概要   

１、バス停にある広場を出発地として先ずは宝殿神社を 

目指す。10分以内で神社入り口階段から神社までの 

上りが迎えてくれる。写真は本日のメンバーの 5名で 

ある。 

２、ここから槇辻まではゆっくりとした上りと平坦地が続く。 

急がずゆっくりと山道を上がるが、大木で周りの景色 

がなかなか見られないが、急に平地に出ると西の方に 

遠方の景色が見えてホッとする。風通しの名の通り風 

が急に強くなった。しかし山桜など美しい。 

３、途中で道が左手にも分かれるが右手の方へ直進す 

る。送電線の鉄塔（標高 233m程）を左手に見て進む 

と美しく咲いた桜の木々が、そして東の方の遠くの峰 

を飾る桜の木々も目に入る。コンクリートで道ぎわを 

固めた道を進んでいくと、槇辻（大木が迎えてくれる（ 

標高 264m程）に出る。視界が急に広がり左手に 20m 

位進むと更に二手に道が分かれるが、左手の舗装し 

た坂道を上る。右手の崖にはこの山を作っている傾 

斜した地層（倉真層群松葉累層）を観察しながら歩き 

やすくなだらかに下っている。新東名高速が西の方 

に目につく。もう少し下ると左下に茶畑が見えてくる。 

「松葉城跡コース」の看板の通りに大きくなった茶樹 

の畑の間の急斜面を一気に 20m程登る。 

４、山道沿いにロープが張ってあって、それを活用しな 

がら次に下る。こんもりとした丘を上り下る道である。そ 

の後は「松葉城跡（標高 200m程）」を目指して進むが、 

木々で「松葉城跡」が視界に入らないために不安があ 

るが、整備されたロープを利用しながら上り下りをして 

いると、「松葉城跡」があるこんもりした丘を左に巻いて 

行くと、「松葉城跡」（山城？）の碑が建っているのに気づく。記念に写真を撮る。 

 



５、この後は下る一方で、一気に 70m程をつづら折りの 

道を下る。山肌に手をついてバランスを取らないと怖 

さを感じるほどの下りであった。自動車道が眼下に見 

えてくると「ホッ」とした。 

６、達成感を胸に出発したコンニャク亭前にある広場に 

到着、春祭りで開催されていたコンニャク亭で大福餠、 

混ぜご飯、干しシイタケなど購入、賑わっていた。 

７、感想としては、結構なハイキングコースで、松葉城 

跡の周辺は歩き難いので、十分注意をして歩くことで 

ある。久しぶりに山道を歩いたが、3時間を見ればゆ 

っくり自然を満喫できるコースである。 

８、なぜか、ゴール近くの空き地にビールの空きビンが 

 積まれていた。 

 

 

 

 

（矢印はコースの概略で、詳細は地元で配布されるコース案内図に従ってください。） 


